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2010 年 10 月 4 日経営会議の概要 

 

日時 2010 年 10 月 4 日（月）午前 9 時～午前 10 時 30 分 

出席者 

委員・幹事：市長、鷲北副市長、浜副市長、政策経営部長、総務部長、財務部長、政策経

営部経営改革室長、政策経営部広報広聴担当部長、政策経営部企画政策課長、政策経営部

秘書課長、政策経営部広報広聴課長、総務部総務課長、総務部法制課長、総務部職員課長、

財務部財政課長 

 

説明：議題 1 いきいき健康部長、健康総務課長、保健所政令市準備担当課長 

   議題 2 政策経営部長、企画政策課長、企画政策課担当課長 

議 

事 

内 

容 

議題１ 保健所政令市移行事務の確定について    （いきいき健康部） 

 

《付議の目的》 

○ 保健所政令市移行に伴う関係条例の制定と、町田市保健所の運営方法について承

認を受ける。 

 

《提案の概要》 

2011 年 4 月、保健所政令市へ移行し、町田市保健所を開設する。移行に伴い、

条例の新規制定及び一部改正を行う。また、町田市保健所の取扱事務、組織、人員、

執務場所について、庁内における検討及び東京都との調整を踏まえ、最終的な運営方

法を確定する。保健所の設置により、「健康」の視点に立った総合的かつ一体的なま

ちづくりを推進する。 

 

《主な意見》 

特になし 

 

《会議結果》 

提案内容を承認する。 
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議 

事 

内 

容 

議題２ 町田市自治基本条例（案）について    （政策経営部） 

 

《付議の目的》 

○ 町田市自治基本条例（案）について承認を受ける。 

 

《提案の概要》 

市では、2006 年 2 月に町田市自治基本条例検討委員会から答申された「町田市

における『自治基本条例』のあり方について」を踏まえ、「（仮）町田市自治基本条例」

の制定に向けて、庁内検討委員会で検討を進めてきた。2010 年 8 月には、条例素

案に対するパブリックコメントを実施した。 

条例では、町田市における自治の基本理念と基本原則を定め、市民、議会、市長等

の役割を明らかにし、それに基づくまちづくりを推進することで、より成熟した「協

働型社会」の実現を図る。条例の実効性を高めるため、市民及び市並びに市民同士の

情報共有と協働を推進することに重点化したコンパクトな条例とし、今後の状況に応

じて発展させていく。また、条例の趣旨に沿った新たな取り組みについては、新中期

経営計画に反映する。 

 

《主な意見》 

○ 第 3 条「自治の基本理念」には、「まちづくりは市民が中心となって行う」とある

が、市の立ち位置についても示す必要があるのではないか。 

○ 第 5 条「市民の役割」について、表現がすっきりしすぎていて広がり感がない。

市民同士や市との関係が分かるように整理すべきである。 

○ 第 7 条「市長等の役割」について、素案の意図が伝わるよう表現を再検討すべき

である。 

○ 第 8 条「条例の改正等」について、今後の状況に応じて発展させていく表現を検

討すべきである。 

 

《会議結果》 

提案内容を承認する。上記意見に留意して、条例案の表現を整理すること。 

 

 


